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業績概要 （連結・2行合算）

【連単差の内訳】 (億円）

13/9期 前年比 12/9期

差額 △ 3 5 △ 8

子会社利益 9 3 5

のれん償却 △ 10 0 △ 10

パーチェス調整 △ 0 0 △ 1

その他 △ 1 1 △ 2

【ほくほくFG連結】
経常利益 235億円
（12/9期⽐+146億円、期初業績予想⽐+105億円）
中間純利益 123億円
（12/9期⽐+61億円、期初業績予想⽐+53億円）

【２⾏合算】
コア業務純益 237億円（12/9期⽐△12億円）
…資⾦利益の減少、経費の減少

経常利益 233億円（12/9期⽐+139億円）
…国債等債券損益の減少、与信費⽤の減少、株式等損
益の改善

中間純利益 126億円（12/9期⽐+56億円）
…経常利益増加、減損損失発⽣、税⾦費⽤の増加
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（億円）

前年比

経常収益 952 △ 104 1,057
経常利益 235 146 89
中間純利益 123 61 61

前年比

業務粗利益 724 △ 103 828
資金利益 614 △ 11 625
役務取引等利益 87 △ 3 91
特定取引利益 1 0 1
その他業務利益 20 △ 89 109

うち国債等債券損益 8 △ 84 93
経費 (△) (臨時処理分を除く) 478 △ 6 485
一般貸倒引当金繰入（△） - 10 △ 10
業務純益 245 △ 107 353

コア業務純益 237 △ 12 250
臨時損益 △ 11 247 △ 259

0 △ 114 114
うち株式等損益 1 130 △ 128

経常利益　　 233 139 94
特別損益 △ 21 △ 19 △ 2
法人税等 （△） 85 63 22
中間純利益 126 56 70

(参考）与信費用 0 △ 104 104

12/9期

【２行合算】 13/9期 12/9期

うち不良債権処理額 (△)

【ほくほくFG連結】 13/9期



業績概要 （北陸銀行・北海道銀行）
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北陸銀行 北海道銀行 （億円）

前年比 前年比

業務粗利益 397 △ 84 482 326 △ 19 345
資金利益 336 △ 20 356 278 8 269
役務取引等利益 45 △ 11 56 42 7 35
特定取引利益 1 0 1 - - -
その他業務利益 14 △ 53 68 5 △ 35 40

うち国債等債券損益 8 △ 49 58 0 △ 34 35
経費 (△)　(臨時処理分を除く) 258 △ 0 259 219 △ 5 225
一般貸倒引当金繰入（△） - △ 14 14 0 25 △ 25
業務純益 139 △ 69 208 106 △ 39 145

コア業務純益 130 △ 33 164 106 21 85
臨時損益 △ 0 185 △ 185 △ 11 63 △ 74

△ 9 △ 90 80 8 △ 25 33
うち株式等損益 △ 1 93 △ 94 3 37 △ 34

経常利益　　 139 115 23 94 23 71
特別損益 △ 20 △ 18 △ 1 △ 0 △ 0 △ 0
法人税等 （△） 45 43 2 40 20 20
中間純利益 72 53 19 54 3 50

(参考)与信費用 △ 9 △ 104 95 9 0 8

13/9期 12/9期 13/9期 12/9期

うち不良債権処理額（△）

【北陸銀行】
コア業務純益 130億円 （12/9期比△33億円）
…貸出金利息・有価証券利息・保険販売手数料の減少
経常利益 139億円 （12/9期比+115億円）
…国債等債券損益の減少、不良債権処理額の減少、
株式等損益の改善

【北海道銀行】
コア業務純益 106億円 （12/9期比+21億円）
…有価証券利息の増加、投信販売手数料の増加
経常利益 94億円 （12/9期比+23億円）
…国債等債券損益の減少、株式等損益の改善



資金利益

 貸出⾦は平残が増加したが市場⾦利低下および他⾏との競争により利回りは低下
 有価証券利息は投信解約益等もあり前年を上回った
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（億円）

前年比

資金利益（国内） 609 △ 10 620

貸出金 535 △ 28 563

有価証券 110 5 104

預金・NCD（△） 28 △ 12 41

【2行合算】 13/9期 12/9期

【資金利益（国内）】

利息増減要因
（億円）

【2行合算】 平残要因 利回要因

貸出金 8 △ 37

有価証券 4 1

預金・NCD（△） 1 △ 13

【平残（国内）】

（億円）

前年比

貸出金 73,075 1,145 71,929

有価証券 24,162 979 23,182

預金・NCD 100,462 3,473 96,989

13/9期 12/9期【2行合算】

【資金利回り（国内）】

前年比

貸出金 1.46% △0.10% 1.56%

有価証券 0.91% 0.01% 0.90%

預金・NCD 0.05% △0.03% 0.08%

13/9期 12/9期【2行合算】



69,667 72,361 73,138 73,696

47,142 47,940 46,911 46,123

19,743 19,953 20,340 20,808

10/9 11/9 12/9 13/9

2行合算

貸出金

中小企業等

個人ローン

貸出金

【貸出金残高】

(億円）

 貸出⾦ 12/9期末⽐ ＋557億円(+0.76％)
 中⼩企業等向け 12/9期末⽐ △787億円(△1.67％)
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41,092 42,057 42,455 42,712

28,018 28,719 27,784 27,266

10,335 10,507 10,778 11,289

10/9 11/9 12/9 13/9

北陸銀行

28,574 30,304 30,683 30,984

19,124 19,221 19,126 18,857

9,407 9,446 9,562 9,518

10/9 11/9 12/9 13/9

北海道銀行

(億円）

(億円）



8,613 8,830 9,171 9,714

1,722 1,676 1,606 1,574
10,335 10,507 10,778 11,289 

10/9 11/9 12/9 13/9

北陸銀行

16,812 17,082 17,519 17,978

2,931 2,870 2,820 2,829
19,743 19,953 20,340 20,808 

10/9 11/9 12/9 13/9

2行合算

その他

住宅ローン

貸出金

【個人ローン残高】

(億円）

 個⼈ローン 12/9期末⽐ ＋467億円(+2.29％)
 住宅ローン 12/9期末⽐ ＋458億円(+2.61％)
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【住宅ローン実行額】

8,198 8,252 8,348 8,263

1,208 1,193 1,214 1,254
9,407 9,446 9,562 9,518 

10/9 11/9 12/9 13/9

北海道銀行

（億円）

10/上 11/上 12/上 13/上
■北陸銀行 493 474 552 605

■北海道銀行 405 342 387 340

2行合算 898 817 940 946

(億円）

(億円）



12,216 
14,229 14,511 14,596 

4,630 
4,624 4,605 4,436 

4,022 
3,524 3,435 3,534 1,339 
1,275 1,416 1,688 943 
1,064 1,010 1,148 23,151 
24,718 24,978 25,404 

11/3 12/3 13/3 13/9

2行合算

その他

株式

社債

地方債

国債

 有価証券残⾼は株式を中⼼に増加
 その他有価証券の評価損益は13/3期末⽐+55億円

有価証券

(億円）
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【その他有価証券の評価損益】

【円債残高、利回り、金利リスク】

【有価証券残高】

(億円)

増減

その他有価証券 886 55 831

債券 390 △ 79 469

株式 445 141 304

その他 49 △ 6 56

2行合算 13/9末 13/3末

(億円）

増減

円貨債券残高 22,567 14 22,552

うち変動利付国債 4,091 71 4,019

期中平均利回り 0.72% △0.06% 0.78%

VaR 281 △ 45 326

2行合算 13/9末 13/3末

円債デュレーション　（2行合算）

11/3 12/3 13/3 13/9

3.88年 4.18年 3.88年 3.73年
※ヘッジ考慮後



92,239 95,347 97,876 100,894

64,709 66,664 68,326 69,497

10/9 11/9 12/9 13/9

2行合算

預金・NCD

個人預金

預金・NCD

【預金・NCD残高】

 預⾦・NCD 10兆 894億円 12/9期末⽐＋3,018億円(＋3.08％)
 個⼈預⾦ 6兆9,497億円 12/9期末⽐＋1,170億円(＋1.71％)
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(億円）

52,926 54,165 55,412 57,968

35,617 36,329 37,153 38,276

10/9 11/9 12/9 13/9

北陸銀行

39,313 41,182 42,464 42,926

29,091 30,335 31,172 31,220

10/9 11/9 12/9 13/9

北海道銀行

(億円）

(億円）



0.23
0.20

0.18
0.16 0.16 0.15

0.13
0.11 0.10 0.10

0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

【2行合算】 4半期

1.65 1.66 1.63 1.61 1.58 1.55 1.52 1.50 1.48 1.45

1.53 1.56 1.54 1.53 1.50 1.47 1.45 1.44 1.42 1.40

0.12 0.10 0.09 0.08 0.08 0.08 0.07 0.06 0.06 0.05

11/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 12/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 13/1Ｑ 2Ｑ

【2行合算】 4半期

貸出金利回り 預金等利回り

1.74 1.64 1.54 1.47

1.60 1.54 1.47 1.42

0.14 0.10 0.07 0.05

11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

【2行合算】

貸出金利回り 預金等利回り

2.43 2.44 2.40 2.37 2.36 2.33 2.30 2.27 2.24 2.22

1.42 1.41 1.37 1.35 1.34 1.32 1.30 1.27 1.25 1.22
1.03 1.04 1.04 1.04 0.99 0.97 0.95 0.94 0.91 0.91

【2行合算】 4半期

円貨預貸金利回り （内部管理ベース）

 預⾦利回りは⾦利の低い流動性残⾼が増加したため13/3期⽐低下
 貸出⾦利回りは市場⾦利低下および他⾏との競争により利回りが低下
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（％）

【円貨預金利回り」】

（％）

【円貨預貸金利回り差）】

（％）

【円貨貸出金利回り】

（％）

流動性

定期性

預貸金
利回り差

個人

事業性

地公体



役務取引等利益

 マーケット環境の好転もあり投信販売⼿数料が増加
 持続的な販売収益確保に向けた販売態勢⾯に重点
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（億円）

前年比

(1) 役務取引等利益 87 △ 3 91

役務取引等収益 164 △ 2 167

うち受入為替手数料 55 △ 0 56

うち投資信託手数料 21 4 16

うち保険手数料 8 △ 8 17

役務取引等費用(△) 76 1 75

うち支払為替手数料(△) 9 0 9

うちローン保険料・保証料(△) 49 1 48

(2) 特定取引利益 1 0 1

(3) その他業務利益(除く5勘定尻) 11 △ 4 16

うち外為売買損益 8 1 6

うち金融派生商品収益 3 △ 5 8

うち債券オプション 0 3 △ 3

(4) 非金利収入計 (1)+(2)+(3) 100 △ 8 109

(5) コア業務粗利益 715 △ 19 735

(6) 非金利収入比率 (4)/(5) 14.10% △0.74% 14.84%

2行合算 13/9期 12/9期

【役務取引等利益】

4,228 3,598 3,631 3,416

2,758
2,568 2,505 2,711

278
293 293 286

7,264
6,460 6,429 6,415

11/3 12/3 13/3 13/9

2行合算

外貨預金

公共債

投資信託

(億円）

【投資型金融商品（個人）の残高】

46 46 46 46

35 33 35 30

9 11 9 11
92 91 91 87

11/下 12/上 12/下 13/上

2行合算

その他

投信・保険

為替

(億円）

【非金利収入】



経費

(億円）

 機械化関連費⽤を中⼼に物件費が減少
 コアOHRは66.87％
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【経費・OHR】 【増減要因】

【従業員数】

(億円)

前年比

人件費 222 △ 1 224

物件費 232 △ 3 236

税金 23 △ 0 24

経費 478 △ 6 485

2行合算 13/9期 12/9期

(人)

前年比

正社員 5,311 △ 38 5,349

スタッフ 3,182 9 3,173

2行合算 13/9期末 12/9期末

986 1,006
951

484 514 485 478

通期
63.47%

通期
64.37%

通期
65.37%

中間期
66.87%

11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

2行合算

通期

上期

コアOHR

・従業員数は嘱託、パート、派遣社員を除く正行員
・スタッフ数＝嘱託+契約+臨時雇+派遣・直接雇用パート
・従業員数は嘱託、パート、派遣社員を除く正行員
・スタッフ数＝嘱託+契約+臨時雇+派遣・直接雇用パート



与信費用

 不良債権処理額の減少により与信費⽤が減少
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【与信費用要因】

（億円）

前年比

与信費用 0 △ 104 104

一般貸倒引当金繰入 - 10 △ 10

不良債権処理額 0 △ 114 114

個別貸倒引当金繰入 - △ 108 108

貸倒引当金戻入益 0 0 -

【２行合算】 13/9期 12/9期

[△3]

[2]

不良債権処理額発生要因 (億円)

前年比

債務者区分悪化 54 △ 112 166

債務者区分改善 △ 7 34 △ 41

地価下落 10 △ 5 16

その他回収等 △ 57 △ 31 △ 26

13/9期 12/9期

74 59 76 北海道 9

71
44

93

北陸 △9

145

104

170

0

11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

2行合算

北陸銀行

北海道銀行

(億円）

【与信費用比率】

0.20%
0.14%

0.23%

0.00%

11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

2行合算

与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残

【与信費用】



489 397 366 333

1,337 1,466 1,576
1,407

380
505 424

421

2,205 
2,368 2,367 

2,161 

2.96%
3.17% 3.11%

2.85%

11/3 12/3 13/3 13/9

2行合算

要管理

危険

破産更生等

開示債権比率

不良債権

 開⽰債権⽐率 2.85％ 13/3期末⽐△0.26ポイント

(億円）
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【金融再生法開示債権】

362 304 262 250

896 964 1,034 899

184 267 188
193

3.28%
3.53% 3.34%

3.06%

11/3 12/3 13/3 13/9

北陸銀行

127 93 104 83

440 502 542 508

195 238 236 228

2.49% 2.66% 2.79% 2.56%

11/3 12/3 13/3 13/9

北海道銀行

(億円）

(億円）



5,616 5,705 5,642 5,693

3,708 3,811 3,893 4,032

11.29% 11.72% 11.88% 12.04%

11/3 12/3 13/3 13/9

FG連結

自己資本

Tier1

自己資本比率

自己資本

(億円）

 ⾃⼰資本⽐率12.04% 13/3期末⽐+0.16ポイント
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【銀行勘定の金利リスク】

【自己資本・リスクアセット】 【自己資本比率】

(億円)

増減

自己資本合計 5,693 50 5,642

Tier1 4,032 139 3,893

うち優先株 537 0 537

Tier2 1,668 △ 89 1,757

リスクアセット 47,283 △ 184 47,468

信用リスク 44,409 △ 151 44,560

オペレーショナルリスク 2,873 △ 33 2,907

FG連結 13/9期末 13/3期末

増減

129億円 △ 573億円 702億円

2.27% △10.17% 12.44%

2行合算 13/9期末 13/3期末

金利リスク量
（99パーセンタイル値）

アウトライヤー比率



業績予想
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【14/3期 業績予想】 【14/3期 配当予想】

【14/3期 業績予想】

(億円)

前年比

経常収益 952 1,870 △ 121 普通株式 ― 3円75銭 3円75銭

経常利益 235 335 41 第５種優先株式 7円50銭 7円50銭 15円00銭

当期純利益 123 180 △ 1

年間予想FG連結 中間期 通期予想 中間配当 期末配当

２行合算 北陸銀行単体 北海道銀行単体 (億円)

前年比 前年比 前年比

経常収益 888 1,710 △ 136 485 940 △ 90 402 770 △ 46

コア業務粗利益 715 1,400 △ 55 389 770 △ 53 326 630 △ 1

経費 478 950 △ 1 258 510 0 219 440 △ 2

コア業務純益 237 450 △ 53 130 260 △ 54 106 190 0

与信費用 0 85 △ 85 △ 9 30 △ 63 9 55 △ 21

経常利益 233 340 39 139 215 31 94 125 8

当期純利益 126 190 △ 5 72 120 △ 3 54 70 △ 2

 通期予想中間期 通期予想 中間期  通期予想 中間期



経営戦略
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ほくほくFGの営業体制 （国内）

 広域ネットワークと効率化効果を求め2004年に経営統合（資産規模は地銀4位）
 北海道、北陸、3⼤都市圏に329店舗のネットワーク
 共同利⽤システムMEJARによりシステム関連コストを低減
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【その他国内】 21ヵ店
（うち3大都市圏 17ヵ店）
預金 0.8兆円
貸出金 1.8兆円

【北陸3県】 149ヵ店
預金 4.4兆円
貸出金 2.4兆円

※預貸金地域シェア【第2位】

【北海道地区】 159ヵ店
預金 4.7兆円
貸出金 3.1兆円

 2016年1月に七十七銀行が参加、
3行から4行体制へ

 4行の25/3月総預金は約30兆円

①人口855万人
②県内総生産30兆3,665億円
③両地区とも新幹線開業を控える

ほくほくＦＧ

七十七銀行七十七銀行

北海道銀行北海道銀行

横浜銀行横浜銀行

北陸銀行北陸銀行

【北海道＋北陸地区の特徴】【北海道＋北陸地区の特徴】

【共同利用システムMEJAR】【共同利用システムMEJAR】※預貸金地域シェア【第1位】



ほくほくFGの営業体制 （海外）

 駐在員事務所に加えて提携⾦融機関との連携により顧客の海外進出を⽀援
 情報提供から資⾦調達まで幅広く対応
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ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽｸ

ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ瀋陽

大連

上海

ﾊﾞﾝｺｸ

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

2013年度開設予定2013年度開設予定

 海外業務体制

• 9の海外拠点で顧客の海外進出を支援

• 海外トレーニー、海外研修、語学留学等に
より国際感覚を持った人財を育成

提携金融機関提携金融機関

【フィリピン】
メトロポリタン銀行

【日本】
山口銀行

【ロシア】
ズベルバンク、ＶＴＢ銀行、
ＶＴＢ24銀行

【中国】
中国銀行、交通銀行、
上海銀行

【イギリス】 （アジア全域）
スタンダード・チャータード銀行

【ベトナム】
ベトコム銀行

【ドイツ】
ドイツ銀行

【タイ】
カシコン銀行

【インド】
インドステイト銀行

【インドネシア】
バンク・ネガラ・インドネシア

ﾆｭｰﾖｰｸﾆｭｰﾖｰｸﾛﾝﾄﾞﾝﾛﾝﾄﾞﾝ
欧
米



個人取引 （預かり資産販売）

 投信保険収益は13年上期をボトムに反転を⽬指す
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【投信保険販売額】 2行合算

【投信保険収益額】 2行合算

658
329 349

525 527

425
658 605 403

219

1,083
987 955 928

746

11/上 11/下 12/上 12/下 13/上

保険

投信

(億円)

24
16 16 20 21

13
19 17

15 8

37 35 33 35
29

11/上 11/下 12/上 12/下 13/上

保険

投信

(億円)

 MCIF共同センターの稼働（25/3月）

• 単独では困難な全国規模のデータを活用

• 地銀6行でノウハウ共有、コスト分散

 EBMの稼働（25年5月）

• 顧客ニーズに応じた適切な提案

• 販売スキルの標準化

 タブレット端末の導入（25年8月）

• 販促ツールによる視覚化、CRMとの連携

• 営業活動量の増加、紛失漏洩リスクの低減、
コンプライアンス強化

 NISA対応

• 低リスク、低コスト、低頻度分配商品の導入



個人取引 （消費者ローン）

 消費者ローンについては商品ラインナップの充実と顧客との接点を重視
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【住宅系ローン平残・利回り】 2行合算

【カードローン平残・利回り】

723 727 749 751 770

12.59% 12.62% 12.65% 12.70% 12.73%

11/上 11/下 12/上 12/下 13/上

(億円)

 住宅ローン

• 住宅ローンプラザや個人特化店舗で休日営
業を展開

• 住宅業者とのリレーションを強化

 カードローン

• テレビCM等による広宣の強化

• ATMカードローン（北海道銀行）等の利便性
の高い商品を提供

【住宅ローン実行額】

1,894 1,880 1,949

898 817 940 946

11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

通期

上期

(億円)

18,716 18,803 18,991 19,263 19,537

2.08% 2.02% 1.95% 1.88% 1.81%

11/上 11/下 12/上 12/下 13/上

(億円)



法人取引 （取引の拡大）

 顧客との接点を強め、企業課題へのアプローチを切り⼝として取引を拡⼤
 特⾊のある取組で顧客ニーズに応える
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【販路拡大・海外ビジネス支援】

【ロシア農業関連ビジネス】

 アグリサポートビジネス in アムール州
• 農業ビジネスにおける技術・経営支援
• 日本への飼料輸出による飼料の安定調達
• 物流や販路構築に携わり、他の分野での

日本企業のロシア進出を支援

Step1 北海道の寒冷地農業技術の実証と確認

Step2 事業規模の拡大、販路・流通の確立

Step3 配合飼料原料の日本への輸出

 ビジネスマッチング
• 北陸新幹線開業に向けて、地元の金融機関

や大学と「ものづくり」に関するビジネスマッチ
ングを開催

• 地元の特産品である水産物等の資源の販路
拡大を目指した大手スーパーや百貨店等の
バイヤーとの商談会を開催

 海外ビジネス支援
• 欧米、中国、タイ、シンガポール、ロシアの駐

在員事務所のネットワークを活用
• セミナー等による現地情報などの海外ビジネ

スに関する情報提供
• SBLCによる資金調達支援や外貨建て貸出・

現地直貸の実行

ビジネスマッチング成約件数

12/3期 13/3期 13/9期

409件 401件 104件



法人取引 （事業承継・Ｍ＆Ａ・経営改善支援）

 顧客の経営課題の解決を⽀援
 ⾦融円滑化法下と同様の経営改善⽀援体制を継続
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7 7

13

3

11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

M&Aの成約件数(件)

【事業承継・M&A】

 専担部署＋シンクタンク機能＋営業部門による多
面的な経営改善支援

• 北陸銀行産業調査部、道銀地域総合研究所

• ビジネスマッチング、M&A

 支援協議会、地域活性化支援機構、再生ファンド
等の外部機関の活用

【取り組み状況】　2行合算

経営改善支援先

ランクアップ先 78 86 44

※先数には正常先を含まない

961

12/3期 13/3期

902

13/9期

822

【経営改善支援】

人員体制　（25/9月末現在）
専担者 兼務者

M&A 2人 2人

事業承継 3人 6人

 事業承継・Ｍ＆Ａ機能の強化

• 外部専門機関との連携

• トレイニー実施、研修会による人財育成



効率化

 システム投資は2011/5⽉のMEJAR移⾏でピークアウト
 消費税増税を⾒据えて経費削減に取り組む
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【コアOHR・物件費】 2行合算

 経費削減

• ATM設置状況の見直しや店舗賃借料
等の見直し

• 2行一括調達による費用抑制

• 2016/1に共同利用システムに七十七
銀行が合流し4行体制

⇒利用料、開発費の削減

 効率向上

• 2行で共通化や統合できる業務範囲の
拡大

• 他金融機関とのバックオフィス共同化
（文書管理センターの活用）

915 944 986 1,006 951
中間期

478

54.37%58.68%63.47%64.37%65.37%66.87%

09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

経費・コアOHR

経費

(億円)

コアOHR

451 462 486 499 459

中間期

232
136 154 169 185 164 79

09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 13/9期

物件費

物件費

機械化関連

(億円)



資本施策

 2016年3⽉まで（現中計期間）は⾃⼰資本⽐率10％以上を維持
 配当性向は30％以上（除く優先株）を⽬標
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【株主還元】

48 52 52 50 50

16 16 16 16 16

59
64 68 68

125

66

27.6% 31.0%
41.7%

30.7% 約30％

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期
見込

株主還元実績

自社株買い

優先株

普通株

(億円)

配当性向

（除く優先株）

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3

2.00 2.50 3.00 3.50 3.75 3.75 3.75

普通株配当額推移（一株当たり） 単位：円

【自己資本比率】

5,642 5,693
自己資本

3,893 4,032

11.88% 12.04%

13/3 13/9 16/3計画

FG連結

自己資本 Tier1 自己資本比率

(億円)

経過措置分を
含め10%以上

劣後資本をコントロール
（13/10月 250億円調達済）



中期経営計画 “GO for IT !” の進捗
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【主要計数の進捗】

13年3月期 13年9月期 16年3月期計画

総預金平残 9兆7,903億円 10兆1,090億円 10兆1,100億円

貸出金平残 7兆2,778億円 7兆3,271億円 7兆4,800億円

コア業務純益 503億円 237億円
470億円

14/3計画：427億円

連結当期純利益 181億円 123億円 185億円

連結自己資本比率 11.88％ 12.04％ 10％以上

OHR
（ｺｱ業務粗利ﾍﾞｰｽ）

65.37％ 66.87％ 67％

不良債権比率 3.11％ 2.85％ 2%台
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